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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車室内の側面に沿って膨張可能な頭部保護エアバッグにおいて、
　ガスが導入されることにより膨張するクッション室と、
　一端側が該クッション室に常に連通し、他端側が渦巻状に延在したチューブ状の内圧コ
ントロールチャンバと
を備え、
　該クッション室内のガスがこのチューブ状の内圧コントロールチャンバに流入する頭部
保護エアバッグであって、
　該エアバッグは、車室側面に臨む第１のシートと車室内に臨む第２のシートとを重ね合
わせ、これらシート同士を線状結合部によって結合することにより、ガス導入用のダクト
、ガス通路、前記クッション室及び前記内圧コントロールチャンバを形成したものであり
、
　該クッション室として、エアバッグの前側のクッション室と後側のクッション室とが形
成されており、
　該ダクトは、エアバッグの後端側に配置され、該後側のクッション室に連通しており、
　該ガス通路は、エアバッグの上縁に沿って略前後方向に延在し、各クッション室の上部
同士を連通しており、
　該前側のクッション室の後縁に該内圧コントロールチャンバの前記一端側が連通してい
ることを特徴とする頭部保護エアバッグ。
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【請求項２】
　車室内の側面に沿って膨張可能な頭部保護エアバッグにおいて、
　ガスが導入されることにより膨張するクッション室と、
　一端側が該クッション室に常に連通し、他端側が前後方向にジグザグ状に延在したチュ
ーブ状の内圧コントロールチャンバと
を備え、
　該クッション室内のガスがこのチューブ状の内圧コントロールチャンバに流入する頭部
保護エアバッグであって、
　該エアバッグは、車室側面に臨む第１のシートと車室内に臨む第２のシートとを重ね合
わせ、これらシート同士を線状結合部によって結合することにより、ガス導入用のダクト
、ガス通路、前記クッション室及び前記内圧コントロールチャンバを形成したものであり
、
　該クッション室として、エアバッグの前側のクッション室と後側のクッション室とが形
成されており、
　該ダクトは、エアバッグの後端側に配置され、該後側のクッション室に連通しており、
　該ガス通路は、エアバッグの上縁に沿って略前後方向に延在し、各クッション室の上部
同士を連通しており、
　該前側のクッション室の後縁に該内圧コントロールチャンバの前記一端側が連通してい
ることを特徴とする頭部保護エアバッグ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の頭部保護エアバッグと、この頭部保護エアバッグを膨張させる
ためのガスを発生させるガス発生手段とを有する頭部保護エアバッグ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、自動車乗員頭部の保護用のエアバッグに係り、詳しくは自動車の側面衝突や
横転時等にサイドドアの窓等に沿って膨張するエアバッグに関する。また、本発明は、こ
のエアバッグを備えた頭部保護エアバッグ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　自動車乗員頭部の保護用エアバッグは、自動車の室内の天井部と側面部との交叉隅部付
近に配置され、ガス導入口から導入されるガスによってサイドドアの窓等に沿って膨張す
るよう構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　自動車の横転時にあっては、頭部保護エアバッグは比較的長時間内圧を高く保持する必
要がある。
【０００４】
　本発明は、このように内圧を長時間にわたり高く保持すると共に、衝撃吸収量も多い頭
部保護エアバッグと、この頭部保護エアバッグを備えた頭部保護エアバッグ装置とを提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の頭部保護エアバッグは、車室内の側面に沿って膨張可能な頭部保護エアバッ
グにおいて、ガスが導入されることにより膨張するクッション室と、一端側が該クッショ
ン室に常に連通し、他端側が渦巻状に延在したチューブ状の内圧コントロールチャンバと
を備え、該クッション室内のガスがこのチューブ状の内圧コントロールチャンバに流入す
る頭部保護エアバッグであって、該エアバッグは、車室側面に臨む第１のシートと車室内
に臨む第２のシートとを重ね合わせ、これらシート同士を線状結合部によって結合するこ
とにより、ガス導入用のダクト、ガス通路、前記クッション室及び前記内圧コントロール
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チャンバを形成したものであり、該クッション室として、エアバッグの前側のクッション
室と後側のクッション室とが形成されており、該ダクトは、エアバッグの後端側に配置さ
れ、該後側のクッション室に連通しており、該ガス通路は、エアバッグの上縁に沿って略
前後方向に延在し、各クッション室の上部同士を連通しており、該前側のクッション室の
後縁に該内圧コントロールチャンバの前記一端側が連通していることを特徴とするもので
ある。
　請求項２の頭部保護エアバッグは、車室内の側面に沿って膨張可能な頭部保護エアバッ
グにおいて、ガスが導入されることにより膨張するクッション室と、一端側が該クッショ
ン室に常に連通し、他端側が前後方向にジグザグ状に延在したチューブ状の内圧コントロ
ールチャンバとを備え、該クッション室内のガスがこのチューブ状の内圧コントロールチ
ャンバに流入する頭部保護エアバッグであって、該エアバッグは、車室側面に臨む第１の
シートと車室内に臨む第２のシートとを重ね合わせ、これらシート同士を線状結合部によ
って結合することにより、ガス導入用のダクト、ガス通路、前記クッション室及び前記内
圧コントロールチャンバを形成したものであり、該クッション室として、エアバッグの前
側のクッション室と後側のクッション室とが形成されており、該ダクトは、エアバッグの
後端側に配置され、該後側のクッション室に連通しており、該ガス通路は、エアバッグの
上縁に沿って略前後方向に延在し、各クッション室の上部同士を連通しており、該前側の
クッション室の後縁に該内圧コントロールチャンバの前記一端側が連通していることを特
徴とするものである。
【０００６】
　この頭部保護エアバッグと、該頭部保護エアバッグを膨張させるガス発生手段とを備え
ることにより頭部保護エアバッグ装置が構成される（請求項３）。
【０００７】
　かかる本発明の頭部保護エアバッグ及び装置にあっては、ガス発生手段からのガスによ
りクッション室が膨張する。この膨張したクッション室に乗員の頭部などが当り、クッシ
ョン室内のガス圧が上昇したときには、クッション室から内圧コントロールチャンバにガ
スが徐々に導入され、乗員の頭部などの衝撃が吸収される。
【０００８】
　この頭部保護エアバッグは、クッション室のガスが内圧コントロールチャンバへ流出す
るものであり、クッション室のガスが頭部保護エアバッグ外へ排出されるものではないか
ら、内圧コントロールチャンバへガスが流出したとしても、頭部保護エアバッグは長時間
にわたり十分な内圧を保持する。
【０００９】
　請求項１の内圧コントロールチャンバは、渦巻状に延在している。また、請求項２の内
圧コントロールチャンバは、ジグザグ状に延在している。この内圧コントロールチャンバ
の長さや径を調整することにより、頭部等の衝撃吸収量を調整することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、図面を参照して参考例及び本発明の実施の形態について説明する。第１図は参考
例に係る頭部保護エアバッグの正面図であり、第２図はこの頭部保護エアバッグの要部拡
大正面図である。
【００１１】
　第１，２図に示す参考例について説明する。この頭部保護エアバッグ（以下、単に「エ
アバッグ」と称することがある。）１０は、折り畳まれた状態で、例えば自動車のＡピラ
ーからＣピラーにかけてルーフサイド部に沿って配設され、自動車が側面衝突又は横転し
たときなどに車室側面に沿ってカーテン状に膨張展開し、車室内の前席及び後席の乗員の
頭部を受け止めて該乗員頭部が車室側面にぶつかったり、窓開口等から車外に投げ出され
ることを防止するものである。
【００１２】
　このエアバッグ１０は、該車室側面と車室内とにそれぞれ臨む２面を構成するほぼ同一
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形状の２枚のシート（第１，２図では片面のみ図示。）１１，１１を重ね合わせ、これら
シート１１，１１同士を線状結合部１２～１４及び環状結合部１５～１９によって結合す
ることにより、ガス通路２０、クッション室２１～２３及び内圧コントロールチャンバ（
以下、単に「チャンバ」と称することがある。）２４，２５を形成したものである。
【００１３】
　即ち、線状結合部１２は、エアバッグ１０を略周回するように延在しているが、エアバ
ッグ１０の前端側１０Ｆの下縁から該前端側１０Ｆの上縁に沿うように上方へ略Ｕ字形に
伸びており、これにより、該前端側１０Ｆの上縁に沿って細長く延在したクッション室２
１と、該前端側１０Ｆの中央部のクッション室２２とを区画している。
【００１４】
　また、線状結合部１２は、エアバッグ１０の前後方向中央部付近の前端側１０Ｆ寄りの
下縁から上方に向きを変え、エアバッグ１０の上縁に達する前に後方に向きを変え、該上
縁に沿って伸びた後、下方に向きを変えてエアバッグ１０の下縁に達している。これによ
り、エアバッグ１０の前側のクッション室２２と、中央部付近の非膨張部２６と、後部側
のクッション室２３とが形成されている。また、エアバッグ１０の上縁に沿って、クッシ
ョン室２１，２３と後述のダクト２７とを連通するガス通路２０が形成されている。
【００１５】
　該線状結合部１２は、クッション室２２の後縁に沿ってエアバッグ１０の上縁に向かう
途中で非膨張部２６内に入り込むように略Ｃ字形に迂回しており、これにより、該クッシ
ョン室２２と連通しうるチャンバ２４が形成されている。また、クッション室２３の前縁
に沿ってエアバッグ１０の下縁に達する途中でも、該線状結合部１２は非膨張部２６内に
入り込むように略Ｃ字形に迂回しており、これにより、該クッション室２３と連通しうる
チャンバ２５が形成されている。
【００１６】
　該クッション室２２は線状結合部１３によって細分されており、クッション室２３は線
状結合部１４によって細分されている。また、各線状結合部１３，１４の両端付近を補強
するように、各々の両端は環状結合部１５，１６及び１７，１８に連なっている。
【００１７】
　なお、該線状結合部１２はエアバッグ１０の後端側１０Ｒにおいて断絶しており、その
両端は平行に該エアバッグ１０の後方に伸びている。これにより、エアバッグ１０の後端
側１０Ｒにガス導入用のダクト２７が形成されている。このダクト２７にエアバッグ１０
の膨張用のガス発生器（図示略）が接続される。
【００１８】
　各線状結合部１２～１４及び各環状結合部１５～１９は、シート１１，１１同士を気密
に結合し、なおかつエアバッグ１０の内圧が設計上限圧力にまで上昇してもシート１１，
１１同士が離反しないような強固な結合手段（例えば、強度の高い縫糸による縫合や、接
着力の高い接着剤による接着、或いは溶着。）により形成されている。
【００１９】
　このエアバッグ１０にあっては、クッション室２２とチャンバ２４との境界部分及びク
ッション室２３とチャンバ２５との境界部分において、それぞれ、シート１１，１１同士
が接着剤２８により接合されている。
【００２０】
　この接着剤２８は、シート１１同士を離反させる方向に所定値以上の力が作用すると剥
離ないし破断して接着を解除する接着強度を有する。
【００２１】
　より具体的には、エアバッグ１０が膨張した後であって且つ乗員の頭部がエアバッグ１
０にぶつかるまでは、接着剤２８はシート１１，１１同士を接合している。膨張したエア
バッグ１０に乗員の頭部がぶつかり、エアバッグ１０内の圧力が上昇し、これにより、接
着剤２８に加えられるシート１１，１１離反方向の力が上記「所定値」以上にまで増大す
ると、接着剤２８はシート１１，１１同士の接合を解除する。
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【００２２】
　なお、該接着剤２８は、クッション室２２とチャンバ２４との境界部分及びクッション
室２３とチャンバ２５との境界部分に沿って断続的に並ぶ複数のドット状に塗工されてい
る。
【００２３】
　このエアバッグ１０の上縁及び前縁並びに後縁から複数の突片２９が延出している。各
突片２９にはボルト等の挿通用の孔３０が設けられている。この孔３０にボルト等を通し
てエアバッグ１０を車体に留め付ける。
【００２４】
　このエアバッグ１０は、前端側１０ＦがＡピラー付近に配置され、後端側１０ＲがＣピ
ラー付近に配置され、上縁がルーフサイド部に配置される。なお、エアバッグ１０は、車
体前後方向に延在するように細長く折り畳まれた状態で突片２９を介してルーフサイドレ
ールに留め付けられる。
【００２５】
　このように配置されたエアバッグ１０の折り畳み体はピラートリム或いはルーフトリム
等のカバー体によって覆われる。このカバー体は、エアバッグ１０が膨張するときにエア
バッグ１０によって押し開かれてエアバッグ１０の車室内への展開を許容する構成となっ
ている。
【００２６】
　このように構成されたエアバッグ１０を有する頭部保護エアバッグ装置の作動について
次に説明する。
【００２７】
　自動車が側面衝突したり横転したりすると、ガス発生器が作動してエアバッグ１０の各
クッション室２１，２２，２３内にガスが供給され、エアバッグ１０が膨張する。このエ
アバッグ１０は、上記カバー体を押し開いて車室側面に沿ってカーテン状に下方へ広がり
、自動車の乗員と該車室側面との間に膨張する。この膨張したエアバッグ１０により、乗
員がピラーや窓ガラス等に直接に当ったり、車外に投げ出されたりすることが防止される
。
【００２８】
　この頭部保護エアバッグ１０にあっては、膨張したクッション室２２が乗員の頭部を受
け止めた際に、その頭部からの荷重により該クッション室２２の内圧が所定圧以上に増大
した場合には、接着剤２８によるシート１１，１１同士の接合が解除され、クッション室
２２とチャンバ２４が連通し、該クッション室２２内のガスがチャンバ２４に流出する。
また、膨張したクッション室２３が乗員の頭部を受け止めた際に、その頭部からの荷重に
より該クッション室２３の内圧が所定圧以上に増大した場合には、接着剤２８によるシー
ト１１，１１同士の接合が解除され、クッション室２３とチャンバ２５が連通し、該クッ
ション室２３内のガスがチャンバ２５に流出する。
【００２９】
　これにより、仮に乗員の頭部がクッション室２２，２３に強く当っても、乗員の頭部に
加えられる衝撃が十分に吸収される。
【００３０】
　なお、この頭部保護エアバッグ１０にあっては、チャンバ２４，２５に流入したガスは
該チャンバ２４，２５内に留まり、エアバッグ１０の外部に漏れ出すことはない。そのた
め、各クッション室２２，２３の内圧は長期にわたって適度な圧力に保たれ、エアバッグ
１０は長い時間にわたり乗員の頭部を保護する。
【００３１】
　第３図及び第４図を参照して本発明の頭部保護エアバッグの実施の形態について説明す
る。なお、第３図及び第４図は上記第２図と同様の頭部保護エアバッグの要部拡大図であ
る。
【００３２】
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　これらの実施の形態においては、いずれもクッション室に対し常時連通した内圧コント
ロールチャンバが設けられている。
【００３３】
　第３図の頭部保護エアバッグ１０Ｆにあっては、内圧コントロールチャンバ５４は細長
いチューブ状である。このチャンバ５４は渦巻状に延在しており、一端側がクッション室
２２にのみ連通している。この頭部保護エアバッグ１０Ｆのチャンバ以外の構成は上記参
考例と同一である。
【００３４】
　この頭部保護エアバッグ１０Ｆがガス発生器からのガスにより膨張する場合、少量のガ
スが、乗員頭部が当る前にチャンバ５４に流入する。クッション室２２，２３に乗員頭部
が当り、クッション室２２，２３の内圧が上昇すると、クッション室２２内のガスがチャ
ンバ５４に流出し、乗員頭部に加えられる衝撃が吸収される。
【００３５】
　なお、第３図ではチャンバ５４はクッション室２２にのみ連通しているが、クッション
室２２，２３の双方に連通されてもよい。
【００３６】
　また、第３図ではチャンバ５４は渦巻状であるが、第４図のようにジグザグ状とされて
もよい。
【００３７】
　第４図の頭部保護エアバッグ１０Ｇにあっては、内圧コントロールチャンバ５６は細長
いチューブ状であり、左右方向に延在するジグザグ状（つづら折り状）に形成されている
。このチャンバ５６は、その一端側がクッション室２２に連通しているが、クッション室
２２，２３の双方に連通されてもよい。
【００３８】
　第４図の頭部保護エアバッグ１０Ｇがガス発生器からのガスにより膨張する場合、少量
のガスが、乗員頭部が当る前にチャンバ５６に流入する。クッション室２２，２３に乗員
頭部が当り、クッション室２２，２３の内圧が上昇すると、クッション室内のガスがチャ
ンバ５６に流出し、乗員頭部に加えられる衝撃が吸収される。
【００３９】
　第３図及び第４図のチューブ状のチャンバ５４，５６にあっては、その入口の口径やチ
ューブ状チャンバ５４，５６の口径又は長さを調整することにより、衝撃吸収量を調整す
ることができる。
【００４０】
　第３図及び第４図は本発明の頭部保護エアバッグの一例であり、これら以外の形態とし
てもよいことは明らかである。例えば、図示はしないが、チューブ状のチャンバの延在方
向の途中や末端に、チューブを拡大した形状の小チャンバを設けてもよい。また、１個の
クッション室に２個以上の内圧コントロールチャンバを設けてもよく、２個以上のクッシ
ョン室を共通の複数個の内圧コントロールチャンバに連通させてもよい。
【００４１】
　内圧コントロールチャンバの位置や形状、大きさは第３図及び第４図に図示のものに限
定されないことは明らかである。また、本発明の頭部保護エアバッグについては、内圧コ
ントロールチャンバとクッション室との連通位置（接続位置）は図示以外であってもよい
ことも明らかである。
【００４２】
【発明の効果】
　以上の通り、本発明によると、乗員の頭部に加えられる衝撃を十分に吸収することがで
きる頭部保護エアバッグ及び装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　参考例に係る頭部保護エアバッグの正面図である。
【図２】　図１の頭部保護エアバッグの要部拡大図である。
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【図３】　第１の実施の形態に係る頭部保護エアバッグの要部正面図である。
【図４】　第２の実施の形態に係る頭部保護エアバッグの要部正面図である。
【符号の説明】
　１０，１０Ｆ，１０Ｇ　頭部保護エアバッグ
　１１　シート
　２１，２２，２３　クッション室
　５４，５６　内圧コントロールチャンバ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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